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アジア資料・情報の有効活用
をめざして

～アジア経済研究所図書館
の取り組み～

日本貿易振興機構アジア経済研究所
図書館 高橋理枝
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１．アジア経済研究所図書館の
概要

 1960年設立。発展途上国研究支援のため主
に途上国に関する社会科学分野資料、新聞・
雑誌、統計、政府刊行物を収集。

蔵書数および構成：利用案内参照

言語 図書（冊数）/雑
誌（タイトル数）

言語 図書（冊数）/雑
誌（タイトル数）

インドネシア語 6,410/77 アラビア語 8,396/93
タイ語 5,956/115 トルコ語 1,884/22
ベトナム語 2618/55 ペルシア語 1,168/12
マレー語 992/12
ビルマ語 717/13 中国語 55,338/831
ラオス語 459/6 コリア語 26,580/209

※2018年1月現在（統計資料は除く）



１．アジア経済研究所図書館の
概要

＜利用＞閲覧は誰でも利用可。貸出はILL、共同利
用制度（現在の大学図書館14館と提携）、賛助会員の
み。

＜配架＞地域に特化した配架：幕張移転後に受け
入れた日本語・欧米諸語の資料は、地域別に配架。

＜業務分担＞地域に特化した業務分担：ライブラリ

アンのほぼ全員が担当地域をもつ。選書、現地語資料
の整理、レファレンスは、地域担当者が対応。地域担当
者が現地に出張して資料の収集、また現地書店からの
直接購入も行う。
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２．アジア資料の活用に関する取
り組み

＜アジア資料についての考え方＞

現地語でしか得られない情報もあるとの
考え方から、アジア資料の積極的な収集
・活用を行う。

⇒活用のためには

アジア言語を解する利用者に対しては、積
極的にアジア資料も含めた情報提供を行
う。

NACSISに積極的に目録を登録し、資料
の存在を見える化する。
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２．アジア資料の活用に関する取
り組み

A) 図書館見学・オリエンテーション

B) レファレンス

C) 大学図書館での資料展

D) アジア情報研修（国立国会図書館との連
携）

E) 書誌作成に関する情報交換会への参
加
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2-A.図書館見学・オリエンテーション

＜見学の概要＞
• 要望ベース。年間50~70件程

度で推移。うち約30～50%が

大学および高校の教員と学
生（2010年以降は、15～35
件、約150～470人）。2014年
以降は、スーパーグローバル
、スーパーサイエンス等の高
校からの見学もあり。

• 近隣の神田外語大学が最多
。首都圏が中心だが、愛知や
神戸の大学からも。
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2-A.図書館見学・オリエンテーション

＜見学の内容＞
• 事前に申込者（大学教員の場合は特に）に聞き取り

をし、対象地域や主題を把握。該当する資料を中心
に案内できるよう事前にある程度準備を行う。

• 地域が限定される場合は、該当する地域の担当者が
見学を担当。地域のコレクションを紹介。

• 地域が多岐にわたる等の場合（現地語が必要ない場
合）は、事前に教員、および地域担当者に相談しつ
つ、見学担当が案内することも。

• 見学者の希望や時間に合わせて、内容は調整。各
国発行の新聞や雑誌、統計資料、現地語資料、デー
タベース・電子ジャーナル、マイクロフィルム、貴重書
についても案内。
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2-A.図書館見学・オリエンテーション

• 地域のコレクション紹介パンフ
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2-B.レファレンス

電話、来館、メールで受付。該当する地域の
担当者から回答。当館ウェブサイトおよびレフ
ァレンス協同データベースに事例を掲載。

最近の特徴：回答するのに時間のかかる込
み入ったデータに関する要求が多い。複数の
国やデータに関する問い合わせも増加。何を
やりたいのかわからない学生、ゼミや卒論締
め切り直前に駆け込む学生も多く、対応に苦
慮するケースが増えている。
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2-C.大学図書館での資料展

利用促進が主な目的。共同利用制度の締結
機関が主な開催場所。

2018/3/7 (C) IDE-JETRO All rights reserved. 11

年度 資料展タイトル 開催場所

2017 「本と旅する東南アジア －アジ研図書館
資料展－」

千葉大学附属図書館

2016 「グローバルな人の移動を読み解く－アジ
ア経済研究所図書館の所蔵資料から－」

上智大学図書館

2014 「周縁から読む現在社会－アジア・アフリ
カの「マイノリティ」－」

東京外国語大学附属図
書館

2013 「イスラーム世界の女性たち」 お茶の水女子大学附属
図書館



2-C.大学図書館での資料展

• 地域に注目した資料の展示、現地語の資料も含めた
展示
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• 現地語の資
料にはタイト
ルの訳や紹
介文を入れ
る。



2-C.大学図書館での資料展

• 関連分野のアジ研研究者、開催大学の先生
に資料の紹介を依頼し、おすすめ資料コーナ
ーを作成。ただし学部生でも読めるよう日本
語・英語資料のみ。
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2-D.アジア情報研修

国立国会図書館との共催により、アジア
情報研修を実施。

＜アジ研図書館にとっての目的と意義＞

当館の認知度向上と利用者の拡大

利用者ニーズや利用者の検索行動
について把握する機会

講師にとってもスキルアップの機会
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2-E.書誌作成に関する情報交換会
への参加

東南アジア諸語の目録研究会で国会図書館
、京大と連携。

NIHUプログラム イスラーム地域研究 東洋
文庫拠点（http://tbias.jp/）が開催していた「ア

ラビア文字資料司書連絡会」に参加。アラビ
ア文字資料の整理に関する情報を交換。プロ
グラム終了後もメーリングリストでの情報交換
を継続。
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３．まとめと今後の課題

アジ研図書館は、アジア資料・情報の収集・
提供における国内拠点の一つ

地域に特化した業務分担によりライブラリア
ンの専門性を確保

資料・情報、およびライブラリアンの専門性を
さらに広く社会に活用してもらうために、

– 大学と連携した利用教育の促進（積極的な広報、
出張オリエンテーションなど？）

– 当館の立地の悪さをどう克服するか、また所属学
生を抱えていない図書館としてどのような役割を
果たすべきかの検討
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ご清聴ありがとうございました


